
恕・克己・感謝の心をもち、生き抜く力を身に付けた生徒の育成 

学校だより  逢う地 

R２.１２.１ 第９号 相知中学校 校長室 

 

 

 

１１月２８日（土）、相知交流文化センターで、講師に特定非営利法人 ITサポー

トセンター佐賀事務局長の浴本信子様をお迎えし、「依存症・犯罪・いじめ・課

金トラブルから子ども達を守る大人の役割～ICT(情報通信技術)を正しく

使いこなせる子ども達に～」という演題で講演が行われました。大変興味深い

く、また保護者の皆様や子ども達にぜひ知っておいてほしい、守ってほしい内容でしたのでお知らせします。 

◎  「気をつけてね」ではつたわらない 

・子ども達・・・「私(ぼく)は、大丈夫。ちゃんとわかってる」  ⇒ 「もしかしたら自分も・・・」    

・保護者・・・・・「うちの子に限って、そんなことはない」    ⇒「もしかしたらうちの子も・・・」 

画面の向こう側は(相手)は、その道のプロ集団（だましのプロ、やめられないものを作るプロ） 

誰でも、自由に勝手に情報を発信できる ※ＴｉｋTokに上げた画像は、誰がどう使おうが罪にならない 

情報の信ぴょう性は？画像は本物？ 

出した情報は取り戻せない 

◎大人が、子ども達の命と尊厳と将来を守らねばならない 

   青少年インターネット環境整備法 

  第6条 保護者は、インターネットにおいて青少年有害情報が多く流通していることを認識し、自らの教育

方針及び青少年の発達段階に応じ、その保護する少年について、インターネットの利用の状況を適

切に把握するとともに、青少年有害情報フィルタリングソフトウェアの利用その他の方法によりイン

ターネットの利用を適切に管理し、及びその青少年のインターネットを適切に活用する能力の習得

に努めるものとする。 

       ２ 保護者は、携帯電話端末等からインターネットの利用が不適切に行われた場合には、青少年の売

春、犯罪の被害、いじめ等様々な問題が生じることに特に留意するものとする。 

◎キーワード 「知る・(フィルタリングを)施す・見守る」 

    知る・・・SNSの利用で個人情報はバレバレ  バレる   広がる(消せない)  （真意は）伝わらない 

        投稿は慎重に！一度立ち止まって考える   

・投稿はばれても困らない内容か ・親や先生に見せられる内容か 

         ・その投稿を自分にされたらどう思うか ・その写真は、分からないように加工できているか 

         SNSで、裸の写真送って ・・・ 頻発している 

児童ポルノ規制法 

    製造     児童ポルノの写真を撮影した場合、または、児童へ撮影させた場合 

                懲役3年以下、または300万円以下の罰金  ※自撮りも NG 

    公然陳列  ア 児童ポルノを不特定or多数の者に提供した  イ 児童ポルノを公然と陳列した 

            ウ 児童ポルノのデータ(画像・動画等)をオンライン上で不特定or多数の者に提供した 

                懲役5年以下または罰金500万円   ※友人に送っても、転送でも NG 

    所持     自己の性的好奇心を満たす目的で、児童ポルノを所持したこと データを保管したこと   

懲役1年以下または罰金100万円以下 ※友人から SNSで送られてもNG 

 

 お・・思いやりのある学校 

う・・美しさに満ちた学校 

ち・・力を伸ばす学校 

相知町子育て講演会が行われました。 
～ 第 8回学校関係者と保護司の連携 ～   

  



    施す・・・ 利用状況を把握・管理できる設定  +  端末の利用制限・セキュリティーの設定 

           フィルタリング利用・ペアレンタルコントロール（親の監視下に置く）・スマホや端末の設定 

            子どもを信じてます・・・・・・・・ 

            子どもに嫌がられるので・・・・      子どもを危険にさらすことになる 

    見守る・・・ 保護者の役割と責任 

           携帯(スマホ)などは、保護者のもの ⇒ 子どもに 貸している もの 

           だから、家庭で話し合ってルールを決める 

           （例えば） 

            ・夜間は親が預かり電源を切る 

            ・友達の親の前で言えないようなことをSMSやメールでしない 

            ・大事なところの写真を送ったりもらったりしない 

                  家庭でリールを決めるには 

                   ① ルールの必要性を互いに理解する 

                   ⓶ ルールは話し合って決める 

                   ③ ルールは守る努力をする 

                   ④ ルールは状況に応じて変更する 

 

子どもと一緒に SNSの内容を確認したり、フィルタリングを施したりすることで 

子どもの命と尊厳と将来を守る 

 

 

★家庭科創造ものづくりコンクール(1年生) 

県入選   衛藤 葉月 

市特選   緒方 舞人  福田 有育 

市準特選  佐伯 結飛  中嶋 大兵 山崎 夢瑠 

市入選   冨田 史織  内田 瑞弓 小濵 來莉杏 

       野﨑 宙奈  前田 玲音  毛利 友哉 

★学童美術展県審査(デザインの部)  

県準特選 2年 坂本 千佳  毛利  叶  小松 海斗 

           山口 順大  石井  杏  

市入選 3年 田口 遥香  古賀 陽菜  木下 利央 

          濵池 優心  江里 祥子  大霜 咲愛 

          江里 朋花  冨田 美晴  江頭 里穂 

      2年  小松 琴音  尾﨑  結   西見 琉香 

      1年  山崎 夢瑠  山口 詩織 黒田 ひより 

           福田 有育  冨田 史織  衛藤 葉月 

           白石 佳孝 前田 玲音 

★唐津地区軟式野球1年生大会 

  優勝  野球部 

★JA書道コンクール 

  金賞  江里 祥子 

おめでとう！！  表彰コーナー 相知中育友会主催 教育講演会 

多くの皆様の参加をお待ちしています 

マスクを忘れずに！体調が悪い方はご遠慮ください！ 


